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私が4月26日に日本記者クラブで話した「金

正恩体制をどうみるかー労働党大会を前に」を

アジア時報６月号に掲載していただくことに

なりました。５月６日から９日まで行われた朝

鮮労働党第７回党大会の〝見通し〟を語った

内容でしたが、実際に党大会が終わってみると、

私が語ったことは、合っている部分もあれば、

間違った部分もありました。しかし、一度語っ

た事実は覆りません。本稿では４月 26 日の講

演内容はそのままにし、註や補足を付けて補完

させて頂くことにしました。私としては一部、

恥をさらすことになりますが、逆に、私の〝見

通し〟と〝結果〟の違いを読者に示すことが、

北朝鮮の現状を理解して頂く上で参考になる

のではと思った次第です。（平井久志） 

 

司会 山本勇二・日本記者クラブ企画委員

（東京新聞論説委員） 立命館大学客員教授の

平井久志さんにお話をお願いします。平井さん

は共同通信の朝鮮ウォッチャーとして活躍さ

れた方です。北朝鮮の労働党大会は正式な公示

はまだないのですが、５月上旬、10 日までの

間には開かれるであろうということです。大会

が終わった後にどういう意味があるのか、展望

はどうなるのか、ということはメディアが全て

やるでしょうし、誰かが話すでしょう。大会前

に何が、どんなことが行われるかを話してもら

うとしたら平井さんしかいないかなと考え、無

理を言ってお願いした次第です。私は今日の司

会を担当します当クラブの企画委員で東京新

聞論説委員の山本です。平井さんの経歴を紹介

しますと共同通信でソウル、北京で特派員、支

局長をされ、合計 13 年くらいソウルに、４年

間北京にいました。朝鮮ウォッチャーの第一人

者です。瀋陽の領事館に脱北者の家族が逃げ込

んだハンミちゃんの事件がありましたが、この

取材のスクープで新聞協会賞を取られ、７・１

経済管理改善措置という北朝鮮の市場経済の

テスト的な措置がありましたが、その北朝鮮の

一連の報道などでボーン上田賞を取っておら

れます。今は大学で教えておられますが、ジャ

ーナリストで北朝鮮問題のフロントランナー

です。ずっと先頭を走ってきたと私は尊敬して

おります。 

金正恩体制の形成過程 

平井久志・立命館大学客員教授 ご紹介に預

かりました平井と申します。よろしくお願いし

ます。私はこの集まりがどういうものか良く分

かっていなくて、むしろ僕らより同世代の方か、

それ以下の方が多いのかなと思っていました

ら、我々より先輩、先生方もたくさんいらっし

ゃるので非常に驚いています。私は共同通信を

辞め４～５年たちました。今、立命館大学で週

に１回教え、今は、記者よりは、むしろ研究者

の先生方と一緒に勉強するなどの生活を送っ

ています。今まで朝鮮半島をずっとやってきた

ので、そのウォッチは依然として続けています。

今日は金正恩体制が今回の党大会でどうなる

のかということと、党大会の意味合いについて、

私なりに考えていることを皆さんにご報告し、

質疑などを交える中で肉付けできる部分があ

ればと思います。１時間くらい話し、後は質疑

応答を受ければと考えています。 

最初に、お配りしてあるレジュメにあるよう

に、金正恩体制をどう見るかということから話

したいと思います。当初、金正恩政権について、

金正日が亡くなった後、専門家の先生を含めほ

とんどの方は 30 歳にもならない若者は、たぶ

んそんなに強い独裁者にはならないだろう、と

いう見方でした。いろんな見方がありましたが、

一番多かったのは側近政治になるのではない

か、むしろ張成沢(チャン・ソンテク)とか軍の

幹部が強い力を持つ政権になるのではないか

という見通しでした。金正日が死んだ時、金正

恩を含めた８人の幹部が彼の霊柩車の回りを

囲んで護送した光景はまだ記憶にあると思い

ます。当時、金正恩を含めてこの８人が北朝鮮

を導いていくのではないかという見方が非常

に強かったのですが、４年少し経った今現在、

指導部に残っているのは金正恩と金己男（キ

ム・ギナム）、崔泰福（チェ・テボク）書記と

いう二人の老書記です。金日成時代から忠臣と

して仕えた 80 代半ば以上の党書記以外はほと

んど失脚したり、粛清されたり、第一線を退い

ていなくなっています。そういう意味で、我々



3 
 

は金正恩政権の権力基盤を、発足当時からジャ

ーナリスト、研究者を含めて大きく見誤ってい

たのだと思います。彼の、他の能力は別として、

権力に対する執着、権力を掌握する能力は我々

の想像を超えていて、権力基盤がそんなに弱い

ものであるとは思えないという現実が、我々の

前にあるのだと思います。 

当初、権力基盤は非常に弱いものでしたから、

彼は早く党の正式の職責を継承する必要があ

ったと思います。２０１１年 12 月にお父さん

が亡くなるわけですけれど、12 年４月に党の

第１書記や国防委員会の第１委員長という公

のポストを継承する。彼のこの４年余りの権力

形成過程を見ると、一つの大きなエポックは、

金正日さんが２００８年８月に健康が悪化し

翌年１月に後継者を内定して、父親が生きてい

る間に第３回党代表者会を開いたことです。こ

れは明らかにお父さんが息子を後継者にする

ために党代表者会を開き、朝鮮労働党を再建し

て金正恩のための後継体制を作り上げる代表

者会だったと思います。 

金正日総書記が死んだ翌年４月の第４回党

代表者会は、金正恩自身と彼の叔父である張成

沢、その夫人である金慶喜（キム・ギョンヒ）

で、いわば本人と親族とが共同主体となって後

継体制作りをしたのだと思います。ここで私が

注目したいのは、この時に金正恩が最初に就い

たポストは軍の最高司令官だったことです。金

正日が亡くなってすぐ11年12月に最高司令官

になっています。まず軍の掌握に出たわけです

が、奇妙なことに彼は元帥というポストに就き

ませんでした。元帥というポストに就いたのは

２０１２年７月になってからです。なぜ彼は元

帥に就かなかったのでしょうか。その時の階級

は大将でした。ところが軍の幹部の中には次帥

とか軍の元帥とか、軍階級が彼よりも上の人た

ちがたくさんいたわけです。なぜ元帥というポ

ストに就かないのだろうと思っていたら、２０

１２年７月に李英鎬（リ・ヨンホ）軍総参謀長

の粛清が起こります。その翌日に後任の玄永哲

（ヒョン・ヨンチョル）を次帥に任命し、その

翌日に自分が元帥になります。その後、元帥就

任を祝う忠誠運動というか、軍の各部隊、社会

団体が元帥就任のお祝いをやります。そのこと

によって李英鎬総参謀長粛清を押さえ込んで、

自分の元帥就任を祝う社会的な運動の中で李

英鎬粛清の余波を沈静化させていくわけです。 

その関係で第４回党代表者会を見ますと、こ

の時に崔龍海（チェ・リョンヘ）という人が非

常に権限を拡張しますけれど、李英鎬は全くポ

ストを拡張していません。当時から言っていた

のですが、第４回党代表者会というのは、李英

鎬包囲網を形成した代表者会だったのだと思

います。この時点までは彼自身と張成沢、金慶

喜という親族勢力、さらに彼らに起用された崔

龍海の勢力が党の主軸を握って李英鎬を粛清

したわけです。その後、13 年 12 月に張成沢の

粛清が起こります。金正恩が自分のライバルに

なる恐れのある側近を切ることはある意味で

当然のことです。経歴もあり党内、軍に基盤を

持つ軍トップの李英鎬と、党の実権者である張

成沢を切ることによって自分の独裁体制を強

化する体制を作り上げていったのだと思いま

す。ここまでは非常に納得がいったのです。 

ところがその後、玄永哲・人民武力部長を

15 年４月末に粛清します。今年に入ってから

李永吉（リ・ヨンギル）軍総参謀長、これは死

亡したかどうか明らかではありませんが、解

任・粛清しました。ほぼ復活することはないと

思いますけれど解任されました。（註１）張成

沢粛清以降、この他にも自分が起用した非常に

多くの側近勢力を粛清・解任する作業をやって

います。そこは私の理解のいかなかった点では

あるのですが、彼はむしろ側近勢力の解任、降

格を激しく繰り返しながら自分の意のままに

なる人材だけを起用し、一種の恐怖政治、恐怖

統治という方向で現在、権力基盤を確立しよう

としているわけです。 

今現在、朝鮮労働党規約は前文だけの改正が

公になっていて党規約の全文は公表されてい

ないので分からないのですが、本来は党の総書

記というポストを選出するのは党大会に与え

られた権限です。改正された２０１０年の党規

約では「朝鮮労働党総書記を推戴する」という

ことが党大会の任務の一つです。そういう意味

で古典的な北朝鮮の労働党の歴史から考えて
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みると、金正恩はやはり党大会を開いてそこで

党のトップとして選出されることが当然のプ

ロセスです。この４年余、最初は自分のライバ

ルになりそうな李英鎬、張成沢を粛清し、その

後、党の組織指導部と国家安全保衛部を基盤に

しながら自分の意のままに人事を操ることに

よって自分の権力基盤を一応確立するプロセ

スを踏み、ここでおそらく正式に自分の金正恩

時代をスタートさせるという選択をしたのだ

ろうと思います。そういう意味で党大会を開こ

うとした意図はよくわかります。 

実は、金正日は党大会を開きませんでした。

党の中央委員会総会も正式には一度も開きま

せんでした。ですから党の機関主義に基づく運

営をお父さんはしなかったわけですけれども、

今回、党大会を開催して正式に金正恩時代をス

タートさせるということに出てきたわけです。 

 

2015 年８月の南北合意から 2016 年元旦の

「新年の辞」までの協調路線 

 

平井 当初、昨年 10 月が党の創建 70 周年で

したから、この時に党大会をやるのではないか

と考えた人たちも多かったのですが、やりませ

んでした。当分やらないのかと思っていたら党

創建 70 周年が終わった後の 10 月 30 日になっ

て第７回党大会の開催が発表されました。今年

に入ると、１月６日の核実験を含めて北朝鮮が

激しい挑発路線を続けています。 

私は未だに分からないことが一つあるので

す。というのは、この間の４年半を見ています

と北朝鮮の金正恩の路線は３、４カ月から半年

の周期で調和的な路線と挑発的な路線を繰り

返すということを短期間に繰り返してやって

きました。主としてその年の米韓合同軍事演習

が行われている３、４月に緊張が高まり５月に

なるとその緊張が対話局面に解消されていく。

それは２０１３年に一番、顕著だったと思いま

す。最短の状況で言いますと、２０１５年８月

に南北間で、板門店で軍事衝突がありました。

地雷が爆発したり、南北間で砲撃があったりし

て、緊張が非常に高まったわけです。それが長

時間に渡る板門店での協議を経て８月 25 日に

南北間の合意が成立しました。この合意成立か

ら今年１月１日の金正恩による「新年の辞」ま

での間、北朝鮮はある意味では非常に国際社会

に対して調和的な方向性、挑発ではない、国際

世論を非常に認識した行動を取っていたわけ

です。 

例えば北朝鮮は去年５月くらいから「人工衛

星は飛ばす。これは国の自主権の問題である」

ということをしきりに言っていたのに発射し

なかった。事実上の長距離弾道ミサイルの打ち

上げを行いませんでした。それで韓国との８・

25 合意があり、その合意はちゃんと実践して

離散家族の再会もやりました。決裂はしました

けれども、南北間の当局者会談をやりました。

その結果、10 月 10 日の党創建記念日には中国

の劉雲山・中国共産党常務委員が訪朝し、中朝

の友好関係が強調されました。非常に面白いこ

とですけれど、金正恩という人はしきりに軍部

隊とか軍の演習を視察しているのですけれど、

去年の７月末から 10 月までは軍部隊視察や演

習の視察はほとんどありませんでした。党の創

建 70 周年の演説では「人民」という言葉を 97

回も使い、最後に党員に対して人民への滅私奉

公を訴えて演説を終わった。しかも、この党創

建 70 周年の重要演説の中で核抑止力とか並進

路線に言及しませんでした。それと去年、北朝

鮮は羅先で大変な台風被害を受けたのですが、

この人は過去に旱魃であるとか自然災害がた

くさんあったのですが、現地に一度も行かなか

ったのです。ところが昨年、初めて羅先の台風

災害地を訪問し、復旧活動を二度も視察したと

記憶しております。党創建記念日の軍事パレー

ドに関しても想定の枠内で、それほど国際社会

を驚かせるような内容はありませんでした。今

年の新年の辞も穏やかでした。南北の対話が言

われ、核抑止力に言及しませんでした。 

 

「８・25 合意」以降から昨年末までの北朝

鮮の「変化」 

 

平井 ですから８・25 合意から今年の元日

までの流れは、金正恩は権力を掌握したので、

掌握した権力を安定化に向かわせようとして
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いるのではないかという気がしました。その間

に自分が権力を掌握し、地方に飛ばして更迭し

た馬園春（マ・ウォンチュン）を復活させまし

た。金正恩政権になっていろんな建築物が作ら

れていますけれど、この人はその建築の総指揮

を取った人間です。韓光相（ハン・グァンサン）

という党の財政経理部長をやっていた人も更

迭されましたけれども復権しました。さまざま

な軍人が降格されましたけれども、昨年の８月

から年末の時期に降格された人がどんどん元

の軍の階級に戻るという現象が起こりました。

こういう現象を見ますと幹部の掌握というか、

自分の側近に対して非常に手荒なことをやっ

たのを修正し、権力を掌握したから安定化させ

ようという方向性に行っているのではないか

と思わせる状況がありました。 

この中の例外として、大物ではありますが、

崔龍海が解任され地方で革命化教育を受ける

ということがありました。でも、彼もその後迅

速に中央に復活しました。これは国内のことだ

けではなく、国際関係においても中朝の関係回

復が言われ出しましたし、南北関係も制限的な

範囲内ではありますが対話や離散家族の再会

などが行われました。この時、金正恩が訪中し

た劉雲山に非常に面白いことを言っています。

これは中国側の報道ですが、平和的環境の必要

性を強調しています。「朝鮮は今、経済発展、

国民生活の改善を努めており、それには平和で

安定した外部環境が必要だ。朝鮮は、引き続き

南北関係の改善と朝鮮半島の安定した状況の

維持に努力していく用意があるから、関係各方

面にも共に努力していくことを願いたい」とい

うことをわざわざ劉運山常務委員に言ってい

るわけです。これは見せかけで言ったのではな

いという気がします。この「平和的環境の必要

性」というのは、この時に初めて出た言葉では

ありません。２０１３年春、米韓合同軍事演習

が行われた時期に北朝鮮は朝鮮半島の休戦協

定を破棄する、あるいは南北間の不可侵合意を

白紙化するというとてつもない挑発路線を走

っていました。しかし、その年５月に一転して

国際協調路線になり、７月の朝鮮戦争の休戦協

定が結ばれた日に崔龍海が行った演説では「平

和的環境は重要である」と言っています。ある

意味で、平和的環境が強調されるというのは５

月に繰り返されてきた光景であったわけです。 

一方で、見えない形で、国際社会があまり注

目していない形では、依然として経済建設と核

開発を平行してやっていくのだという「並進路

線」が、その陰で行われてきました。潜水艦発

射の弾道ミサイルのＳＬＢＭの実験とか、核実

験場での準備とかが話題になっています。実は

10月 10日の党大会の演説で核問題については

何も言わなかったのですけれど、その１週間前

に彼は論文を発表しています。その論文の中で

は「最先端の装備をより多く作り、自衛的核抑

止力を絶えず強化しなければいけない」という

ことを書いているわけです。そういう二面性を

持った国際協調路線だったのだと思います。 

これで行くのかなと思っていたら、今年にな

って核実験以降の挑発路線を続けているわけ

です。実は私は、核実験はやるだろうと思って

いました。なぜかと言うと北朝鮮の体制維持に

とってアメリカとの関係は一番重要ですが、オ

バマ政権との米朝交渉が進展するのは難しい。

ところが政権が交代して以降に自分たちの核

能力を誇示すれ米朝対話はより困難な状況に

なり、オバマ政権での失敗を繰り返すことにな

ります。もし彼らが核能力の向上を彼らに見せ

付けるのであればアメリカ大統領選の前にや

らなくてはならない。ミサイルの開発もそうだ

し東海岸、米東部に届く核弾頭を保持するか、

もしくはそれに近い段階に来ているのだとい

うことを誇示するだろうと思っていました。し

かし私は、当初は党大会の後にやるだろうと思

っていたわけです。ところが少なくとも私個人

が予想していたより早く、今年の年初からやり

始めた。 

 

第７回党大会開催発表（10 月 30 日） 

 

平井 なぜ年初からやり始めたのか。年の初

めから急に路線転換したとは考えにくいので

す。やはり 10 月 30 日の党大会開催を決定した

時点で、今年に入って核実験や人工衛星打ち上

げ路線を決定したと今では思っています。そう



6 
 

すると、彼は 10 月 10 日の党創建 70 周年で劉

雲山氏に平和的環境を強調しましたが、いま北

朝鮮の貿易の９割を握っている中国との関係

を苦労して改善したのにその中朝関係を犠牲

にしてまで挑発路線にいち早く着手する理由

は何なのだろうか。10 月 10 日から 30 日にか

けて朝鮮労働党内部で路線転換があったので

はないかなという気がしています。しかしなぜ

彼らがそういう時期を選んで路線転換したの

か、未だに理由が見えていません。それはいろ

んな方が指摘し、話している中でもまだ回答は

出ていないように思います。しかし結果的にそ

ういう路線を選んだわけです。 

突然彼らが挑発行為に出たという印象を受

けますけれども、例えば彼らは対米関係につい

てはずっと提案し続けていたわけです。今回、

李洙墉（リ・スヨン）外相が国連に行って「米

韓合同軍事演習をしなければ我々は核実験を

しなくてもいい」と言い、あたかも新たな提案

をしたという雰囲気がありますけれど、実は去

年１月に北朝鮮が正式にこの提案をしている

のです。ところが世界のメディアもほとんどこ

の北朝鮮の提案を報道していません。アメリカ

もまともに検討したという感じもないまま黙

殺されているのです。秋には李洙墉外相がアメ

リカに行って国連総会の中で平和協定の提案

をしています。これもほとんど無視されたとい

うか、提案自身が問題にもされなかった。彼ら

の平和協定の提案とか「米韓合同軍事演習をや

めれば我々も核実験をやめる」と言ったことに

ついて、オバマ大統領はすぐに一蹴して否定し

ましたけれど、大統領が言及するくらい関心を

引くという意味では、挑発路線を取らないとア

メリカは振り向いてくれないのだということ

を逆に証明してしまったのではないかという

気がします。おそらく去年１年を通じて特に人

権問題におけるアメリカの圧迫強化を北朝鮮

は感じたわけですから、そういう中でオバマ政

権の次の政権との交渉力の向上を目指して現

在の挑発路線に出てきているのだろうと思い

ます。 

次に、これはちょっとマニアックで、普通の

人には関心のないことですが、私が気にしてい

ることを一つ申し上げます。実は、北朝鮮は軍

事優先の先軍路線を取っていますけれども金

正日時代と大きく違うのは、金正日時代は軍部

が力を持った先軍だったことです。ところがこ

の間の核実験とか人工衛星の発射は軍がやっ

ているのではなくて、統括しているのは党の軍

需工業部なのです。そういう意味で、お父さん

の時代の軍主導の先軍から、この政権になって

党主導の先軍に明らかに転換しています。とこ

ろが核実験の準備をしているのにも関わらず、

１月６日に核実験をやったにも関わらず、去年

12 月に核実験をやった党軍需工業部の部長が

交代しています。しかも軍事問題の専門家でも

ない平安北道の書記をしていた李萬建（リ・マ

ンゴン）という人が部長になっている。李炳哲

（リ・ビョンチョル）という党の軍事部にいた

人、彼は空軍の司令官をやっていた人ですけれ

ども、彼がどうも党の軍需工業部の第１副部長

に転任しているようです。一回、引退していた

とみられる朴道春（パク・ドチュン）という人、

この人は軍需産業の専門家ですけれども最近、

復活しているのです。実は１月１日に錦繍山太

陽宮殿を参拝した金正恩の写真があるのです

が、すぐ後ろに立っているのが朴道春というリ

タイアしたと思われていた人物なのです。なぜ

正月にリタイアしたこのおじさんがここに立

っているのだろうと極めて不思議でならなか

ったのですけれど、今回の核実験を通じて彼が

実務的に核実験の準備をしたのが分かって、な

るほどな、写真も丁寧に見なくてはいけないな

という気がしました。 

 

第７回党大会＝「金正恩時代」の公式スタート 

 

平井 今回の第７回党大会にどういう意味

があるのかについて考えてみたいと思います。

一つは先ほども申しましたけれども、正式に党

大会を通じて公式の金正恩時代をスタートさ

せる。北朝鮮では「唯一的領導体系」という用

語が使われていますけれども、彼の個人独裁の

「唯一的領導体系」をここで確立する。おそら

く党大会で党第１書記を選出する。（註２）本

来彼は党代表者会で選出されたのですけれど
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も、党代表者会には元々の労働党の規約ではト

ップを選出する権限は、本来はないのです。そ

ういう意味で、ある種の機関主義から言うと、

本来の手続きを踏んでおそらく党大会で第１

書記に推戴されるのであろう思います。ちなみ

に金日成総書記は第６回党大会で推戴された

のではなく、党の中央委員会がまず改選され、

その中央委員会で選出されたのです。 

第６回党大会は５日間あったのですが、初日

に金日成が極めて長い膨大な演説をやります。

それは６万字を超えます。私がＡ４で印刷した

ら 60 枚を超えるような長文です。ですから 70

年の第５回党大会からの 10 年間を総括しまし

た。だいたいの内容は、お配りした資料の最後

の「第６回党大会における金日成総書記の中央

委員会活動総括報告」で目次だけ書きあげまし

たけれども、こういう構成になっているのです。

長大な文言を金日成は演説したわけです。です

から今回の第７回党大会でもハイライトは金

正恩がどういう演説をするか、その内容です。

また、第６回党大会の場合は５日間やったので

すけれど、10 月 10 日にこの演説があって、最

終日に党中央委員会を改選して新しい中央委

員を選び新しい中央委員が党総書記を選出す

るわけです。それは最後に来たのです。おそら

く党規約は改正されていますので、私は第１書

記の推戴は最初にあるのではないか、その可能

性が高いと思います。ですから中央委員会で選

出されるのではなく、党大会で推戴するという

形で今回は行われるのではないかと思います。

しかし、もう一つの目玉は人事ですから、中央

委員の改選、政治局の選出はもう一つの政治重

要課題として行われるのだと思います。 

それと、金正恩のこの間の問題点の一つは、

彼にあまりに若いことに対するコンプレック

スがあると思います。世界から相手にされない

理由の一つも「この若造が」という視点が内外

にあります。今、朝鮮労働党の政治局は平均年

齢で言うと70代後半から80代近いのだと思い

ます。一回、計算したことあるのですが、ちょ

っと忘れてしましました。80 代を超えている

幹部が政治局の中にかなりいるわけです。お配

りしている資料（◎朝鮮労働党第７回党大会へ

の動き）で、４月 13 日に全国の市郡での党代

表者会が開かれ、市郡単位の党大会に向ける代

議員の選出が全て終わりました。その市郡単位

で選出された代議員が各道ごとや、直轄市、政

令指定都市みたいなものですね、そういうとこ

ろで今、地域ごとの代表者会をやってきたわけ

です。それが 25 日に全 12 道・直轄市の全ての

地域で終わりました。今日の労働新聞は「内閣

と朝鮮人民内務軍、鉄道省、文化省で代表者会

があった」という報道が１面トップでしたから、

地域と職域と軍の三つのセクションで代表者

会が行われた。そこで全て金正恩を代議員に推

戴する決議が行われているわけです。北朝鮮は

第７回党大会がいつから行われるのか発表し

ていません。ただ韓国の国家情報院は７日では

ないのかなと見ていますので、この情報が正し

ければ明日がちょうど 10 日前になるので、明

日か明後日くらいにいつ開催するという告示

があるのではないか。前回は 20 日前に発表が

ありました。今回は 20 日前にはなかったので

すけれど、10 日前ですので明日か明後日には

何日から第７回党大会を開催するという発表

があるではないかと思います。（註 3） 

そういう意味で党大会のどこに意味がある

のかと言えば、末端の市郡、職域、軍の部隊、

そこから代議員を積み上げていくわけです。そ

の中で党の活動を総括し、新しい代議員を選ん

でいく活動を末端から積み上げてくるわけで

す。韓国では、一部の道で 60 歳代以上は代議

員から外したという一部報道があります。おそ

らく末端部分では大幅な世代交代が実現して

いると思います。最高指導者本人の年齢が非常

に若いですから、朝鮮労働党の世代交代を実現

するということは金正恩にとって大きな意味

を持っているわけです。今回の党大会は、党組

織を末端から世代交代していくという非常に

大きな意味があるだろうと思います。 

ただ、政治局を本当に世代交代するかどうか、

ここは留保しなくてはいけないと思います。政

治局は重要な機関ですから、ここを 60 歳定年

などにしたら今たぶん一人もいなくなります。

そうすると経験の伝承とかできませんから、お

そらく党の各部の副部長あたりに若手が大量
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に起用されていく世代交代まで行くでしょう

けれど、部長、書記、政治局の世代交代は、80

代中盤になっている党の政治局員はあと５年

もすれば放って置いてもいなくなるわけです

から、それほど無理をして彼らの首を切る必要

はあるのかなという気がします。政治的混乱を

招かないためには末端の世代交代はやるけれ

ど、それほど劇的な政治局の世代交代があるか

どうか、私はちょっと疑問だと思います。 

今年２月に、先述した軍総参謀長の李永吉

（リ・ヨンギル）という 60 代初めの比較的若

い軍人を更迭したわけですけれども、その後継

者に李明秀（リ・ミョンス）という 82 か 83

歳だったと思いますけれど、軍長老を起用した。

この人は金正日時代に軍部三羽烏といわれて、

玄哲海（ヒョン・チョレ）、朴在京（パク・チ

ェギョン）という人とこの人の３人が金正日の

随行にずっと同行していた、お父さんの時代の

軍幹部なのです。この人は一回、リタイアした

のです。その人をもう一度、軍の総参謀長につ

けています。北朝鮮の軍部は、昔は人民武力部

長がいてラインが一つだったのですけれど、今

は上に金正恩がいて、人民武力部長と総政治局

長と総参謀長が横並びになっているのです。総

参謀長は実際の戦闘部門を統括する非常に重

要な組織です。そこに旧世代で一回リタイアし

た李明秀を持ってきたわけです。それを見ると、

世代交代を本当にやる気があるのであれば、こ

の人をここに持って来たというのは理解し難

いのです。またさきほど言った玄哲海は次帥だ

ったのですけれど、そういう古い幹部に今回、

軍の元帥という名誉称号的なものですけれど、

軍階級を与えていることを見ると下部は大幅

に世代交代するだろうけれども、上の世代交代

はある程度の配慮があるのではないかという

気がします。 

それと党規約の改正等があるのではないか

という気がします。また憲法の方では、すでに

謳われておりますけれども核保有国であると

か並進路線、経済建設と核開発を平行してやっ

ていくのだということを党の路線として確立

して行くのではないか。 

それと注目しているのは新しいイデオロギ

ーです。よく皆様ご存知だと思いますけれど、

金日成にとってはチュチェ思想、主体思想とい

うものが評価は別にして彼の哲学として作ら

れたわけです。金正日時代には先軍思想が作ら

れたわけですけれど、三代目の哲学がないわけ

です。彼もいろいろ苦労しているのです。この

政権が生まれてすぐの時には「主体・先軍・社

会主義」という言葉が多用され、今でも続いて

います。その後、「金日成・金正日主義」、そ

の後、「金正日愛国主義」というイデオロギー

が使われました。これは今でも使われています

が、まだ主体思想の下部概念のようなところに

とどまっています。 

この時代になって新しいと思われるのは「白

頭の烈風精神」です。これは張成沢の粛清前後

から出始めてきたイデオロギーですけれど、

「刀の刃のように厳しい風の精神」ということ

がしきりに言われています。この１月になって

新年の演説で出てきた「自彊力第一主義」は、

金日成時代の自力更生路線と同じような意味

ですけれど、自彊力第一主義という考え方は、

おそらく核実験などこの間の挑発路線を踏ま

えて国際的な制裁を考えてのイデオロギーだ

と思います。国際的な制裁を受けても自分たち

の力だけでやっていくのだということを自力

更生と言ったのでは新味がありませんので、自

彊力というアイデアを新しく出してきたので

はないかと思います。私の知り合いの北朝鮮に

近い人に「この自彊力とはどういう意味か」と

言ったら、「これは第二の苦難の行軍も覚悟し

ろということです」と言っていました。90 年

代に大量の餓死者を出したような時代でも

我々の体制を守り抜いたのだという精神につ

ながるものだと言っていたことを見ると、この

自彊力第一主義は制裁下においても自分たち

の独自の力で生き残っていくのだという精神

です。 

最近では自力・自彊という言葉も使われてい

ます。これは防衛と経済部分を考え、自力と自

彊を分担させて言うスローガンではないかと

いう気がしています。それとか「万里馬（マン

リマ）速度」というのがあります。かつては金

日成時代に「千里馬（チョンリマ）」、朝鮮の
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伝説で一日に千里走る馬がいると言われまし

たが、この馬のような速度で経済建設をやれと

言ったのですけれど、今、北朝鮮でしきりに千

里馬ではなく万里馬であるということを言っ

ています。万里馬だったら手抜き工事が一杯に

なって大変だと思うのですけれど。そういう意

味で自力更生のニューバージョンとしての自

彊力とか、千里馬運動のニューバージョンとし

ての万里馬運動とか、過去の成功したイデオロ

ギーの改定バージョンに腐心し、党の宣伝部門

もかなり悩んでいるなということを感じる最

近のスローガンです。 

正直言って、主体思想、先軍思想に代わるよ

うなイデオロギーは出てきていません。それに

は少し時間がかかるでしょう。４年や５年でで

きるようなものではありませんが、おそらく経

済が何か絡まないといけないような気がする

のですが、そういうことを模索するけれども、

たぶん今回の金正恩の演説ではこの自彊力と

か白頭の烈風精神であるとか万里馬速度みた

いなことが強調されるのではないかと気がし

ます。（註４） 

金日成の演説の題目を見てもらえば分かる

と思うのですが、１９８０年の第６回党大会は

色んな意味がありました。一番大きな意味は、

金正日が登場したことです。70 年代の始めに

党内的に金正日は後継者に決定していたわけ

ですが、北朝鮮は一切、外部社会には出さない。

労働新聞などに 70 年代に入って「党中央」と

いう言葉が使われました。この党中央は何を意

味するのか研究者の人たちが分からない時代

がありましたが、これは金正日を意味していた

わけです。それが、80 年に金正日が公然と登

場しました。だから第６回党大会の第一の大き

な柱は金正日という後継者が公式に登場した

ことだと思います。 

二番目は、私は高麗民主連邦共和制という新

しい統一方案を金日成が提案したこと、80 年

代に 10 大経済目標という経済の新しい長期計

画に代わる目標を設定したことだと思います。

この金日成の第６回党大会の演説でも第三章

に設けられた「祖国の自主的平和統一を実現し

よう」というのは全体の演説の中でも相当長い

部分を占めます。これは分かりませんが、外れ

ればそれまでなのですが、北朝鮮で 36 年ぶり

に開く党大会です。普通、党大会というのは前

回の党大会から現在までを総括しなくてはな

らないのです。そういう性格を帯びているので、

36 年間を総括しなくてはなりません。そうい

う中で南北問題に言及しない党中央委員会の

総括報告というのはありえないと思うのです。

そうすると南北関係を総括するならば金日成

主席が１９８０年に高麗民主連邦共和制を言

ったわけですが、やはり新しい統一提案という

か高麗民主連邦共和制のニューバージョンと

いものを提案する可能性はないのだろうかと

いうことを感じています。 

そういう目で見ますと、非常に面白いことが

あります。南北間のことを長期的に見ますと２

０００年６月の金大中大統領と金正日の首脳

会談では南北首脳宣言が行われた。ここで「南

側の連合制案と北側のゆるやかな段階での連

邦制案が、互いに共通性があると認め、今後、

この方向で統一を志向していくことにした」と

いう合意があるのです。金正恩政権になっての

新年の辞で２０１４年には「関係改善の雰囲気

作りをしなくてはならない」と言っています。

私は２０１４年７月の「政府声明」に注目した

のです。実は北朝鮮でも政府声明は度々出るも

のではなく結構、重い声明なのです。これは日

本ではほとんど報道されていません。２０１４

年７月の政府声明に、仁川のアジア大会に北朝

鮮の選手を派遣するということが入っていた

もので、そのことだけが報道され、この南北提

案については報道されていないのです。ここに

こういうのがあります。「北と南は、連邦・連

合制方式の統一方案を具体化し、実現するため

に努力することによって、共存、共栄、共利を

積極的に図っていかなければならない」。ここ

に出てくる「連邦・連合制方式」というのは私

の知っている限りでは初めてだと思います。北

朝鮮の統一方案は今まで全部、連邦制だったの

です。韓国ではいろんな統一制案が出ています

けれども大まとめにすれば連合制なのです。こ

れをひっくくった提案を、北朝鮮が政府声明と

して出しているのです。 
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その後の「新年の辞」等を見ても、非常に面

白いのは、金正恩は体制統一を追及しないとい

うことをしきりに言っていることです。これは

皆さん、変だと思いませんか。朝鮮労働党の規

約を考えれば、「赤化統一」というのは彼らの

党の課題なのです。朝鮮を統一するということ

が党の課題であるにも関わらず、この金正恩政

権になって、体制統一を追及するなということ

をしきりに言っているのです。これは連邦・連

合制とも絡んだ問題ではないのかという気が

します。 

ここからは私の憶測ですけれど、金日成、金

正日にとっては、朝鮮戦争という経験がありま

すから祖国統一は非常にリアルな感覚です。し

かし金正恩という人は 82、３年くらいに生ま

れた人です。分断を当たり前として育った世代

です。彼が今、北の権力を掌握するのにも汲々

としているのに、南北統一を本当に考えるだろ

うか。統一朝鮮の最高指導者になることを本気

で考えるほどのリアリティを彼が持っている

のだろうか。そういう意味では、私は自分の希

望的な観測も含めて、高麗民主連邦共和制より

もっとレベルの低い南北間の、ある意味では二

つの朝鮮というものを彼らが一番否定してき

た概念を認めるような統一提案が出る可能性

があるのかどうか。私自身はここにちょっと注

目しています。こうならない可能性もあると思

うのですが、南北問題に言及しない総括報告は

今回、ありえないと思います。そういう意味で

非常に注目すべき課題だと思います。（註５） 

 

「社会主義経済管理体系の改善」を体系化 

 

平井 もう一つは、金正恩政権で、北朝鮮は

いまだに飢えて困っているようなことを言う

人が多いのですけれども、実は金正恩政権にな

って経済成長はずっと低率ではありますがプ

ラス成長なのです。プラス成長の原因が何かと

言えば、２００２年７月１日の経済改革からス

タートした市場経済主義的な要素を取り入れ、

それが社会に拡大することによってプラス成

長を遂げているわけです。この間、金正恩とい

う人は不思議に政治的には統制を強めながら

も経済の分野においては市場経済的な流れを

ストップさせていないのです。むしろ彼の論文

とか彼の指示で市場経済的な流れを追認する

ことをやっています。それは「６・28 方針」、

「12・１方針」と呼ばれ、農業分野では作業単

位を家族レベルまで小さくするとか「圃田担当

責任制」というのがあります。これは農地の責

任者を決めて農民が自分の担当には責任を持

つということです。そのほか、ノルマ以上の生

産ができた場合には市場で処分する権利を農

民が持つ。農民のインセンティブを刺激して収

穫を上げようというものです。 

去年は「５・30 談話」で「社会主義企業責

任管理制」を発表しました。これは企業の自主

性、独立採算制を認めるような談話内容だった

と思います。そういうことを農業、経済でやっ

ています。そういうことを統括して経済政策の

中で認めていくのではないかとうい気がしま

す。 

北朝鮮は税金のない国だと言われています。

所有権は社会主義ですから全部国が持ってい

て、固定資産税などはありません。ところがこ

の間の市場経済化の流れの中で、例えば市場で

お店を出す時にはそこの使用料を取っている

のです。現実的には、その使用料という概念が

かなり入ってきていて、これが国家の大きな収

入になっている。もう一つ、ごく最近の例で言

いますと、エジプトの会社が北朝鮮で大成功し

ていますけれども、実は今、別の携帯電話の会

社を作って国民にそちらに乗りかえさせてい

るのです。そうすると毎月の携帯の使用料がお

そらく国の直接収入になる可能性があるなど、

そういう市場主義的な収入の拡大もやり始め

ています。私が注目しているのは、所有権は認

めないけれど用益権、使用権みたいなものに対

する課税を認め、実質そういうところで税収を

確保していく方針が今回の党大会で出る可能

性があるのではないかということです。（註 6） 

これは変な憶測ですけれども、今、国際的な

制裁をかけられたことによって北朝鮮は困る

と思います。１カ月半くらいですから、今はた

いしたことはないですけれども、これが長期化

してくれば配給制等に影響が及んでくる可能
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性があるのですけれども、そうなってくると国

は自分の生活は自分で勝手に解決しなさいと

いふうになってくる可能性があるわけです。そ

うなると余計、市場が今より大きな役割を担っ

てくるので、経済制裁が市場経済の拡大を逆に

エンカレッジするような非常に奇妙なことが

起こる可能性があるのではないかと考えてい

ます。こういう経済政策はこの党大会の彼らの

報告の中でどういう方向性が出るのかという

ことは注目すべきではないかと思います。 

それと、強がりの国ですからこの間の挑発路

線を総括して、金正恩は対米戦争勝利を宣言す

るような内容になるのではないかと思われる

ので、そういう中で平和協定の締結を提案する

可能性もあると思います。党大会が現在の挑発

路線の出口路線に繋がるのか、ということを私

は言いたいのですが、北朝鮮は党大会以降、対

話戦略、平和攻勢にスタイルを変えてくる可能

性はあるだろうと思うので、その転換点が彼の

演説の中で出てくるかどうか。そこに中国の６

カ国協議再開、アメリカに対する米朝対話をや

るべきだという中国側の介入等がどういう効

果を持つかです。そういう意味で、私個人は核

実験はやらないのではないかと思います。核実

験をやってしまうとそういう転換が非常に難

しくなってくる。ムスダンミサイルを撃つくら

いで今回は終わるという気がしているのです。 

 

第７回党大会の限界性 

 

平井 しかしそういう意図を持って彼らが

やろうとしても第７回党大会というのは非常

に限界性を持った大会になると思います。相対

的に準備不測ですし、過去の党大会に比べると

非常に規模が縮小されているというか、根本的

な討議が行われていないという印象を受けま

す。おそらく前回の第６回党大会の時には中国

から当時の党副主席の李先念が行っておりま

すけれど今回は中国をはじめとして他の国も

国際的な代表団はあまり出さないのではない

かという気がします。ラオスとかキューバがど

うするか。ですから孤立した党大会になるので

はないかという気がします。おそらくいろんな

国にあるチュチェ思想研究会とか友好団体だ

けが参加する党大会になるのではないか。対米

勝利を宣言しても、それはある意味でむなしい

宣言に終わるのではないのかという気がしま

す。 

市場経済的な要素の発表はあっても、長期経

済計画の発表はできませんし無理だと思いま

す。目につく経済成果はありません。そういう

意味では相対的に金正恩の最高指導者として

の社会的求心力の低下は否めないような大会

になるのではないかという気がします。もし彼

らが新しい統一提案を出しても、現在の朴槿恵

政権の方針ですとこれと噛み合う可能性はゼ

ロです。韓国で次期政権が出てくるまではこう

いう問題に対する現実的な環境は存在しない

点を考えても、あまり波及効果はないのではな

いか。新しいイデオロギーについても下部構造

的な工夫はしていますけれど、根本的なイデオ

ロギーの創出はできていない。それとおそらく

平和攻勢、対話攻勢を今後仕掛けてくるにして

も、それは彼らの本質的な変化ではなくて、表

面的な戦術的変化に過ぎませんので平和攻勢

の虚構性を国際社会から見抜かれてしまう。そ

ういうものになるのではないか。今年の新年の

辞では、党大会で「輝かしい設計図」を提示す

るのだと断言していますけれど、私は無理では

ないかという気がしています。 

司会 どうもありがとうございました。北朝

鮮の党大会は北特有のレトリックが並ぶと思

いますが、それを日本のメディアはどう咀嚼し

て伝えるべきかという大きな課題もあります。

平井さんは大変詳しくお話ししてくださって

党大会でよく分からない報道が出てきた場合、

今日のお話を思い出していただいて、北の真意

は那辺に有りやという気持ちで新聞やテレビ

報道に接していただければ思います。司会者の

特権で二つ質問しようと思っていましたが、二

つとも答えられてしまいました。考えていた質

問は、張成沢の粛清と玄永哲の粛清の二つの意

味の差を聞きたかったのですが、最初に明確に

答えていただきました。それからもう一つは党

大会で北朝鮮が統一政策を提示するであろう

と私も思っているのですが、そうなったら韓国
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は、普通は受けるのです。ところが今は、朴政

権はそれを受けて南北対話に臨むのかという

質問を考えていたのですけれど、それも最後の

方で明快に否定されましたので、私の質問はな

しということです。会場から質問を受けます。 

―― 今日は大変緻密なお話をありがとう

ございました。大変勉強になりました。金正恩

になってからの粛清についてお伺いしたいの

です。歴史の本を読めば金日成時代、金正日時

代にも大規模な粛清があったということが書

かれています。金正恩時代になってからの粛清

は北朝鮮の歴史の中で質、量、両面から言って

先代の時代と違いがあると言えるでしょうか。

その点についてご意見をお伺いしたいと思い

ます。 

平井 私は量についてはあまり変わらない

と思います。金日成はもっと酷いことやってい

ますし、金正日も政権発足当時、酷いことやっ

ています。一番の違いは公開性だと思います。

お父さんやお祖父さんは粛清をしても公表し

なかったのです。閉鎖された社会ですから、粛

清が起こったということが我々に分かるまで

ずいぶん時間がかかりました。それを、リアリ

ティをもって我々が感じることはできなかっ

た。ところが一番端的な例が張成沢の粛清に表

れているように政治局拡大会議を開いてメデ

ィアに公開し、しかもすぐに裁判にかけられて、

その裁判の様子もメディアで公開する。そうい

う粛清の公開性をここまでやった政権はない

わけです。それは張成沢という自分の親類にな

る人に対する特殊性だったと思いますが、この

三代の粛清は質量的にそれほど大きな差はな

いと思うけれども、粛清の公開性に大きな差が

あり、それを目に見える形で公開してしまった

がためにこの政権の粛清の酷さが国際社会に

より認識された側面があるのではないかとい

う気がします。 

―― 日本外交がどう金正恩の北朝鮮にア

プローチしたらいいのかというテーマなので

すが、例えば小泉政権時代は田中均さんとミス

ターＸなる人物によって、金正日に直接通じる

ルートを使って外交を動かすことができた。と

ころが今の金正恩体制の中でそういう側近的

な人がいるのか、それに日本外交がアプローチ

できるのかという点についてはどのようにお

考えでしょうか。それと北朝鮮に対してはそも

そもアプローチしたほうがいいのかという点

についても教えてください。 

平井 私が今の金正恩政権に一番危機感を

持っているのは、外交担当で彼にアドバイスで

きる側近がいないということです。党の国際担

当書記をしているのは姜錫柱（カン・ソクチュ）

です。彼は第一回核危機の時に活躍した方です

が、彼はおそらく癌で闘病中だと思います。ほ

とんど公開活動ができない状況になっている。

実は今、この役目を金養建（キム・ヤンゴン）

という党の統一戦線部長が兼務でやっていた

わけです。ところが金養建は去年の暮れに死ん

でしまった。それで今、金英哲（キム・ヨンチ

ョル）という工作機関の代表であった偵察総局

の総局長をやっていた人が党の統一戦線部長

をやるという、今までになかったことが起きて

います。彼がモスクワに行ったりラオスに行っ

たりしているところを見ると、短期的に党の国

際部長を兼務しているという感じがする。第７

回党大会で新しい国際担当書記が選出される

と思うのですけれども、これが最高指導者に直

接アドバイスできるようなキャラクターが今

の指導部に非常に少ないということです。金養

建はそういう意味で巧みな人だったわけで、ソ

フト路線で本人の気分を害さない形で情報を

あげることができた人だと思うのですが、そう

いう人も死んでしまい、外交担当トップで相談

できる明確な人が見えないというところが北

朝鮮外交をより不安なものにしていると思い

ます。（註７） 

ご指摘の日本外交の問題ですけれども、私は

北朝鮮の場合はトップと意思疎通のできる人

との水面下の交渉は非常に大切だと思ってい

ます。当時ミスターＸと呼ばれたのは柳京（リ

ュ・ギョン）という党の国家安全保衛部副部長

だったと思います。私、実は、北京の特派員を

やっている時代に彼を尾行したことがありま

す。空港を出てくるところをつかまえて大連行

きの飛行機に乗るのを尾行したことがありま

す。私は、日本の外務省のアジア局長と北東ア
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ジア課長が去年ずっと水面下でやってきた非

公式の会合は非常に意味のあることだと思い

ます。公式の局長級会談はおととしの 10 月か

ら一回もやらずに切れているわけですけれど

も、非公式の北との接触は続いていたわけです。

ただ非常に残念なのは前の局長、課長の時には

これが頻繁に行われており、時々メディアも報

道したのですけれども、新しい局長、課長にな

って引き継ぎをやった感じは受けていますけ

れども、それが続いているという感じを受けな

いのです。今年に入ってからの核問題がありま

すから、双方が公式に激しく対立している状況

の中でやりにくいということがありますので、

日本は拉致問題という特別な問題を抱えてお

りますから公開の外交交渉以外に非公式の外

交ルートを持つことは非常に意味があること

だと思います。ひるがえって言うなら、特に昨

年末くらいから一カ月に一回くらい北朝鮮の

外交担当者と米国務省のＯＢ並びに学者がヨ

ーロッパでミーティングを持っているのです。

国務省は、直接対話はしていませんけれどもＯ

Ｂやシンクタンクの人たちが北朝鮮とディス

カッションをして、国務省やホワイトハウスに

情報を上げるという作業をしています。日本の

場合、そういう機能がほとんどないわけです。

外務省ＯＢや学者の人まで平壌に行くなとい

う世の中ですから。そういう１・５ラウンドの

ようなものが必要です。彼らが何を考えている

のか分からないと駄目なわけですから、外交当

局者でなくともある程度の専門家たちが彼ら

とコンタクトを取り、彼らが何を考えているの

かを知る必要があると私は思います。 

―― 平井さんのお話の中で一部言及され

ているのですが、改めてお伺いしたいのはなぜ

今なのかということと、なぜ代表者会ではなく

党大会なのかということです。第１書記の選出

を正式にやるという意味はあるのかもしれま

せんが、代表者会でも第１書記は推戴できるわ

けですから、わざわざ党大会で後付けする必然

性があるのかどうか。去年だったら党の創建

70 周年でしたからそのタイミングというのが

あったかもしれませんが、36 年間やってなく

てわざわざ今、切羽詰ってやる理由、あるいは

党大会でないと出せない、決められない経済政

策なり統一策なりあるから開くのか、なぜ今な

のか、なぜ党大会なのかということについて伺

いたいと思います。 

平井 私は、去年秋に党大会をやらなかった

ので、もう党大会はないのかなと思ったのです

が、こういう選択をした背景は、一つはすでに

話したことだと思いますが、世代交代という要

素が非常に大きいと思います。我々には見えま

せんけれども党の下部構造をガラッと世代交

代させることは党の代表者会ではできないわ

けです。党の代表者会は上澄みだけでやるわけ

ですから幹部だけ集まりますけれど、党大会は

代議員を末端から選びます。それも地域の党組

織、党の細胞から積み上げてくるわけですから。

それと職能団体、軍。軍は末端からやってくる

わけです。そこで相当大掛かりな世代交代が行

われたのだと思います。金正恩という人は若い

ということに対してコンプレックスを持って

いますから、若くて経験がないことで、自分が

内部的にも国際的にも相手にされないという

コンプレックスを持っている。これは金正日が

登場した時も同じです。金正日が登場した時に

後継体制を作ったのは三大革命小組という一

種の若手の文化大革命のような組織が作られ

て、その若者グループが既存の党組織の中に入

って党組織を批判し、その批判闘争の中で自分

の後継体制を確立したわけです。金正日自身は

三大革命小組を基盤にして自分の後継体制の

確立を図っていったわけです。金正日の場合、

自分と同世代の自分の権力同伴者勢力を三大

革命小組という形で作ることによって自分の

後継体制を確立していった。そのことは大きか

ったと思います。党代表者会は単に今までいる

幹部たちを集めるわけです。党大会は下部から

代議員を積み上げていきますからここで世代

交代することによって、30 代は無理としても

40 代、50 代の、自分により近い世代の人間た

ちを党組織の中で入れ替えていくという作業

が新しい北朝鮮の指導体制になって行くこと

を推進する意味は非常に大きいのではないか。

北朝鮮が駄目なのは、中国と違って定年制がな

いことです。軍隊でも党の書記局でも 80 代の
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人たちが延々とやっています。一種の終身活動、

死ぬまでそのポストを握っているような社会

ですから中国のように一定の年齢で引退を要

求していくという世代交代のシステムが確立

していません。そういう意味で党大会は世代交

代を推進していくうえでの非常に大きな動機

だったのではないかという気がします。 

―― 金王朝の料理人をやっていた人が帰

ってきました。あの人行ったら殺されるからも

う行かないだろうという話を聞いたことがあ

るのですが、無事帰ってきて、言っていること

を見たら「僕に日本政府との橋渡しを期待して

いるように思った」、とか言っています。この

点についてはいかがでしょうか。 

平井 私は全部の報道を見ていません。私が

読んだ範囲では毎日が一番詳しかった感じが

するのですが、日本はどう思っているのだ、最

悪だと藤本さんが言ったということは載って

おりましたけれど。私は金正恩の不幸は、自分

に会った海外の要人が中国を除いて西側の人

間ではバスケットのロッドマンさんと藤本さ

んしかいないということだと思います。社会主

義の閉鎖国家の中では、例えば『世界を揺るが

した十日間』がロシア革命を紹介するとか、エ

ドガー・スノーが中国革命を紹介するとか、西

側社会の中で社会主義の閉鎖社会に理解を示

すインテリがいたわけです。金日成だって宇都

宮徳馬さんのような人や岩波の社長さんらを

通じて彼らが何を考えているかを外部社会に

伝えた。金正日にしたってドイツの女性の作家

の方がいらっしゃいましたし、アメリカにいた

ジャーナリストの文明子（ムン・ミョンジャ）

さんが会って何を考えているのかを外部に伝

えるメッセンジャー役となるなど、ある程度の

知識階級にいる人たちがいた。私は藤本さんを

悪く言うわけではないのですけれど、西側の人

たちで本当に本人に会ってちゃんとした話を

したのがバスケットの選手と藤本さんだけだ

というのは彼の不幸だと思います。そういう意

味で私は、国際社会がこの人の相手をしてやる

ことは非常に大事だと思うのです。彼をある種

認めてあげて、彼は何を考えているのかを聞い

てやる人が必要だと思うのです。 

そういう意味で前回の第 1 次核危機を救っ

たのは、金正日さんの核政策がある程度行き詰

ったのに、ほぼそういうことに口出しをしなか

った金日成という人が出てきた。外部社会では

カーターさんが乗り込んで、クリントンさんが

ピンポイント攻撃するのを中止させて戦争を

防いだということがあるのですが、今、非常に

怖いのは、北朝鮮内部で金日成の役割を果たせ

る人がいない、国際社会でカーターさんの役割

を果たせる人がいない。そのことが大変不幸で

す。そういう意味で、私は積極的にカーターさ

んの役割を果たせるような、別に外交交渉でな

くていいから彼に会って彼の言い分を聞いて

やり、何を考えていて本当の意味で北が何を望

んでいるのかを聞いてやることは意味がある

のではないのかという気がしています。藤本さ

んという人は幼少のころから彼の食事を作っ

たりして、おそらく金正恩はノスタルジアがあ

るのだと思いますが、今度は「いくらなんでも

あまりしゃべるなよ」とは言われていると思う

のですけれど。前回みたいにあまり言うと波紋

があるからもう少し自重しろ、くらいのことは

言われているのではないかなと思うのですが。

彼もあまりしゃべらないほうがいいと思いま

す。おそらく警察とか情報機関は彼から事情聴

取するでしょうから、そういうことは協力され

たらいいと思うけれど、あまりメディアに出て

あれこれ言うのは藤本さんのためにもならな

いのではないかなと、逆に心配しています。外

部社会で金正恩第１書記の言うことを聞いて

あげる。金正日の場合は結構、情報があったの

です。だいたいこういう考え方をする人だとい

う情報が、書いたものとか会った人が結構いた

ものですから。ところが今度の人は何を考えて

いるのか、確実性というかどういう手を打って

いるのか、思考方式が分からないということが

余計、危機的状況を生み出しているのです。別

に交渉する必要はなくても彼が何を考えてい

るのか、ビジョンは何か、どこまでやろうとし

ているのか、今度、戦争などする気はないよと

いうことを言ったことは、それはそれで非常に

意味のあることで、日本の世論を気にしている

ということも意味のあることだと思いますけ
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れど、それをもう少しちゃんとした回路、ちゃ

んとしたルートで彼にしゃべらせるという必

要があるのではないかという気がします。 

―― 短く二つ聞きたいのですが、一つは今

回の党大会で拉致問題とか日朝交渉とか日本

に関して言及する可能性があるのかというこ

とです。もう一つはさきほどお話しになられた

ように金正恩体制が非常に若くて経験がない

ということですが、先代の政権に比べて内部か

ら崩壊する可能性は高まっているのか、それと

も相変わらず高くないのか、お聞きしたいと思

います。 

平井 党大会で日朝とか拉致が出てくる可

能性はほとんどないと思います。総括報告の中

で国際情勢について言及するでしょうから、そ

の中で何か触れるかもしれませんが、具体的に

日朝に言及する可能性はかなり低いのではな

いかと思います。内部崩壊はあまり期待しない

ほうがいいのではないか。ただ一つ言えるのは、

北朝鮮という国は北の内部のイデオロギーと

しては首領制、最高指導者ということを社会的

求心力にすることによって成り立っている国

家ですけれども、お祖父さんに比べて社会的求

心力は次第に明確に弱くなっていると思いま

す。特にこの政権になってミサイルとかやって

いるもう一つの側面は、人民の生活に対する政

府の指導力がなくなっているからだと思いま

す。例えば経済政策をやるとしても、政府の経

済政策はほとんど庶民の生活に対して意味を

持たなくなっているわけです。しかしそれを統

制してしまえば庶民から反発が来る。だから市

場化の流れを黙認している状況になっている

わけですけれども、そうすれば自分たちの生活

に直結するようなことに対するトップの影響

力は経済面では弱まっていますから、経済政策

に対する求心力が弱まっている中でどうやっ

て自分に対する社会の求心力を維持しようと

するかと言えば、それは軍事の世界であるとか

緊張を作り出すことをしないと維持できなく

なっているという要素はあると思います。ただ

それが体制崩壊につながるということまで期

待するのはまだ無理なのではないかという気

がします。 

司会 ４時半になりましたので他に質問が

なければ終わりたいと思います。本日も揮毫を

していただきました。ハングルで書いていただ

いたのですけれど、「東アジアの平和を」とい

うことですか。今日はありがとうございました。 

 

（註１）第７回党大会で、政治局の人事が発

表になった。その中で、李永吉前総参謀長は政

治局員候補に選出され、健在を示した。党中央

軍事委員会の委員にも選出された。韓国情報当

局は、今年 2 月に李永吉前総参謀長は粛清、処

刑されたとし、韓国メディアもそれを既成事実

化して報じてきた。私も、「処刑」については

判断を留保し、粛清されたとみていたが、これ

は誤りであった。ただ、李永吉氏の軍階級は総

参謀長時代に「大将」であったが、今回は「上

将」で降格になっていた。李永吉氏が総参謀長

を解任されたことは事実だが、それが他の職責

への移動だったのか、何かの理由で処分され、

今回復活したのかは不明である。韓国情報機関

の「粛清・処刑」は明らかに誤りであり、それ

をほぼ受け入れていた筆者を含めたメディア

にも反省と教訓を与えた事例であった。 

（註２）第７回党大会では党規約の改正が行

われ、党第 1 書記の職責はなくなり「党の最高

職責は朝鮮労働党委員長」とし、「朝鮮労働党

委員長は党を代表し、全党を領導する党の最高

領導者である」と規定した。筆者は、金日成主

席は「永遠の主席」、金正日総書記は「永遠の

総書記」であるので、金正恩が「主席」や「総

書記」の職責には就かないと考えた。そのため

「第 1 書記」の職責をそのまま使う可能性もあ

ると考えたが、この公演後の党大会直前になり

「党中央委委員長」になるのではという見方が

台頭した。しかし、結果は「党委員長」であっ

た。金日成は１９４９年の北朝鮮労働党と南朝

鮮労働党が合同し朝鮮労働党になった際に、党

中央委員会で委員長に選出されたので「党中央

委委員長」であった。金正恩は党大会全体で「推

戴」されたために「中央委」が外され「党委員

長」に就任したとみられる。 

（註３）党大会を５月６日から開催するとい

う発表は講演翌日の４月 27 日に党中央委員会
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政治局決定書（４月 26 日付）で発表。 

（註４）党規約改正では「朝鮮労働党は偉大

な金日成・金正日主義の党である」と書き込ま

れ、同大会では「全社会の金日成・金正日主義

化」が訴えられた。また「自主・先軍・社会主

義」も強調された。金正恩時代の独自色として

は「自彊力第 1 主義」が強調された。 

（註５）第６回党大会では、新たな統一方式

の提案はなかった。第 6 回党大会で提示された

高麗民主連邦共和制にもとづき、「連邦制」が

強調された。その意味では筆者は期待はずれで

あったが、南北軍事当局者会談の提案が出た。

強硬一辺倒の姿勢を示している韓国の朴槿恵

政権の立場を考えれば、実現の可能性は低いよ

うにみえる。しかし、北朝鮮は当分の間は第 7

回党大会の報告を踏まえ、韓国側が応じてこな

いことを見据えた上での対話攻勢強めるとみ

られる。 

（註６）第７回党大会では「70 日戦闘」な

どの旧来的な動員型の社会主義増産運動の成

果が強調された。「国家経済発展５カ年戦略」

が発表された。しかし、そこでは数値目標など

はなく、長期経済計画とは言いがたいもので、

経済の課題を羅列した「戦略」に終わった。長

期経済計画の提示は無理とした見通しは当た

ったと考える。経済改革的な方向性である、「内

閣責任制」「われわれ式経済管理方法を全面的

に確立しなければならない」（社会主義経済管

理方法の改善の確立）、「社会主義企業管理責

任制」などには言及があった。第７回党大会の

経済政策は従来的な政策に加えてこれまでや

ってきた改革的な方向性も並列的に指摘され

た。どちらを優先させるのか、社会主義経済モ

デル優先なのか、市場主義的要素の拡大なのか

という指針は提示されなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（註７）第７回党大会の人事で、李洙墉が政

治局員、李容浩が政治局員候補に選ばれた。李

洙墉は党の国際担当部長、国際担当党中央委副

委員長（従来の党国際担当書記）も兼務してい

るとみられる。李容浩はその後、外相に任命さ

れた。北朝鮮外交は李洙墉―李容浩ラインで今

後動くとみられる。李洙墉は長年スイス駐在大

使を務め、金正恩がスイス留学時代に面倒をみ

たことがあり、最高指導者と話ができる関係だ。

李容浩は英語が堪能で、教条的でなくソフトな

対応で欧米の外交官の間では極めて評価が高

い。米国の政権交代などを睨み、新たな外交ラ

インの手腕が期待される。 

 

補記 第７回党大会で金正恩が朝鮮労働

党委員長に推戴され、彼の「唯一的領道体系」

という独裁はさらに強化され、核保有や経済建

設と核開発を並行して行う「並進路線」が党の

基本路線として確立した意味は大きい。 

 しかし、金正恩が「新年の辞」で指摘した、

党大会で「輝かしい設計図」を提示するという

構想は実現できなかったようにみえる。この講

演で指摘した第７回党大会の「限界制」の指摘

は大筋で当たったのではないかと考える。さら

に、この大会で公式に「金正恩時代」をスター

トさせたわけだが、金正恩時代の特色を示すこ

とができたかは疑問だ。金正恩政権としての

「独り立ち」をしなければいけないが、依然と

して金日成主席、金正日総書記の威光に依存し

ている構造に決別することはできなかったと

考える。 

（４月 26 日、東京都内幸町の日本記者クラ

ブで行われた記者会見。一部敬称略。レジュメ

は平井久志氏が作成。文責は編集部にあります） 

 

 

 

 

 

 

 

 


